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一
期
目
の
総
括
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二
期
目
に
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す
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所
信
は�

農
業
振
興
、�

　
　
荒
廃
対
策
は�

田
邊
　
本
年
の
米
生
産
調
整

に
当
た
り
、
米
生
産
目
標
面

積
の
配
分
面
積
が
基
準
反
収

の
見
直
し
に
よ
り
、
前
年
対

比
五
・
五
％
、面
積
で
三
七
・

七
ha
の
増
と
な
っ
て
お
り
、

農
家
の
配
分
も
終
わ
っ
て
い

る
が
、
目
標
面
積
は
確
保
さ

れ
て
い
な
い
。�

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は

国
の
補
助
事
業
で
あ
る
中
山

間
地
直
接
支
払
い
事
業
の
果

た
す
役
割
は
大
で
あ
る
。�

　
こ
の
事
業
が
廃
止
さ
れ
る

よ
う
な
事
に
な
れ
ば
、
中
山

間
地
の
水
田
の
荒
廃
は
急
速

に
進
行
す
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
ま
す
。�

　
国
に
対
し
て
中
山
間
地
直

接
支
払
い
事
業
の
継
続
を
積

極
的
に
要
請
さ
れ
た
い
、
併

せ
て
中
山
間
地
に
お
け
る
農�

業
振
興
対
策
と
農
地
の
荒
廃

対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

お
ら
れ
る
か
。�

町
長
　
農
業
の
振
興
対
策
と

し
て
、
Ｊ
Ａ
等
と
連
携
し
、

新
規
就
農
者
の
支
援
、
認
定

農
業
者
の
育
成
集
落
営
農
の

推
進
、
担
い
手
へ
の
農
地
利

用
集
積
、
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
制
度
の
活
用
、
集
落

営
農
組
織
に
対
し
て
の
大
型

共
同
利
用
機
械
導
入
に
係
る

補
助
事
業
を
行
っ
て
い
る
。�

　
耕
作
放
棄
地
対
策
と
し
て
、

牛
の
放
牧
、
牧
草
栽
培
や
、

家
畜
飼
料
の
高
騰
対
策
と
し

て
転
作
飼
料
稲
の
作
付
に
十

ａ
あ
た
り
三
万
円
交
付
し
て

い
る
。
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
制
度
は
、
大
変
意
義
あ

る
制
度
で
平
成
二
十
二
年
度

以
降
も
制
度
の
継
続
を
国
へ

要
望
し
て
い
き
た
い
。�

田
邊
　
合
併
し
て
、
伯
耆
町

の
一
期
目
の
町
政
を
担
当
さ

れ
て
四
年
目
に
入
り
、
残
す

と
こ
ろ
六
ヶ
月
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
住
田
町
政

を
振
り
返
り
ど
の
よ
う
に
総

括
さ
れ
る
か
伺
う
。�

町
長
　
初
代
町
長
と
し
て
町

政
負
託
の
重
責
を
担
っ
て
三

年
六
ヶ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

当
初
の
予
想
以
上
に
地
方
交

付
税
が
大
き
く
削
減
さ
れ
歳

入
財
源
が
落
ち
込
み
ま
し
た
。

厳
し
い
財
政
環
境
を
踏
ま
え
、

経
常
経
費
の
削
減
に
努
め
維

持
可
能
な
自
治
体
の
構
築
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

財
政
の
健
全
化
を
最
優
先
課

題
と
捉
え
つ
つ
、
懸
案
事
項
、

継
続
事
業
を
実
施
し
、
私
と

し
て
は
課
題
は
山
積
し
て
は

お
り
ま
す
が
最
善
を
尽
く
し

た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。�

田
邊
　
任
期
ま
で
残
す
と
こ

ろ
六
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
が

引
き
続
き
町
政
を
担
当
す
る

意
欲
が
あ
る
か
。�

町
長
　
新
し
い
町
の
基
盤
づ

く
り
が
私
に
課
せ
ら
れ
た
最

大
の
使
命
と

認
識
し
、
全

力
を
傾
注
し

て
ま
い
り
ま

し
た
。
道
半

ば
で
は
あ
る

が
、
あ
る
程

度
道
筋
が
見

通
せ
る
状
態

に
な
っ
た
と

思
う
。
地
域

の
活
力
を
再

生
さ
せ
る
新

た
な
施
策
を

推
進
す
る
た

め
、
残
る
任

期
に
全
力
を

傾
注
し
た
い
。
二
期
目
の
出

馬
に
当
た
っ
て
は
諸
般
の
事

情
も
熟
慮
し
な
が
ら
出
所
進

退
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
今
し
ば

ら
く
時
間
が
必
要
で
す
。
ご

理
解
を
賜
わ
り
た
い
。�

執務中の住田町長�
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細
田
　
昨
年
度
か
ら
専
任
職

員
を
配
置
し
て
企
業
誘
致
に

取
組
ん
で
い
る
が
、
ど
の
よ

う
な
業
種
を
対
象
に
、
昨
年

度
何
社
訪
問
し
た
か
。�

町
長
　
誘
致
対
象
は
特
に
定

め
て
い
な
い
が
、
公
害
の
心

配
の
な
い
企
業
で
あ
れ
ば
、

誘
致
対
象
に
し
た
い
。
昨
年

度
の
企
業
訪
問
は
八
社
で
あ

る
。�

細
田
　
特
に
製
造
業
は
人
件

費
の
安
い
海
外
進
出
が
主
流

で
地
方
展
開
を
し
て
い
る
企

業
は
少
な
い
。
今
年
度
か
ら

頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
国
の
交
付
金
を
使
っ
て

企
業
誘
致
を
や
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の

交
付
金
は
二
十
一
年
度
ま
で

で
あ
る
が
、
そ
れ
以
降
は
町

単
独
予
算
で
継
続
し
て
い
く

の
か
。�

町
長
　
企
業
誘
致
は
短
期
間

で
成
果
が
で
に
く
い
。
地
道

に
人
脈
を
増
や
し
、
町
長
が

先
頭
に
立
っ
て
訪
問
活
動
を

展
開
す
る
。�

　
大
阪
事
務
所
の
設
置
年
限

は
特
に
定
め
て
い
な
い
が
、

当
分
の
間
取
組
ん
で
い
き
た

い
。�

細
田
　
伯
耆
町
の
セ
ー
ル
ス

ポ
イ
ン
ト
は
何
か
。
近
畿
圏
、

岡
山
県
の
中
国
道
周
辺
の
新

し
い
工
業
団
地
に
比
べ
て
本

町
は
太
刀
打
ち
で
き
る
か
。�

町
長
　
大
山
を
中
心
と
す
る

リ
ゾ
ー
ト
の
町
、
米
子
市
に

隣
接
し
従
業
員
の
確
保
が
容

易
、
米
子
道
、
Ｊ
Ｒ
、
国
道

三
つ
の
流
通
経
路
が
あ
り
、

地
価
が
米
子
市
に
比
べ
て
安

価
で
あ
る
。
岡
山
県
な
ど
の

工
業
団
地
に
比
べ
て
地
価
も

半
額
程
度
で
あ
り
、
企
業
に

よ
っ
て
は
無
償
貸
付
も
考
え

た
い
。�

����

細
田
　
企
業
誘
致
に
は
多
額

の
税
金
が
投
入
さ
れ
て
い
る

が
、
町
内
企
業
で
は
廃
業
、

倒
産
、
移
転
な
ど
非
常
に
厳

し
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て

い
る
企
業
が
あ
る
。�

　
企
業
誘
致
に
奔
走
す
る
前

に
、
本
町
に
立
地
い
た
だ
い

た
企
業
に
事
業
を
続
け
て
い

た
だ
く
手
立
て
が
先
決
だ
と

思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
方
策

を
考
え
て
い
る
か
。�

町
長
　
誘
致
企
業
と
同
様
に
、

既
存
企
業
に
も
規
模
拡
大
や

新
規
事
業
に
対
し
て
は
固
定

資
産
税
減
免
や
、
雇
用
拡
大

に
対
す
る
補
助
の
対
象
と
し

て
い
る
。�

　
現
在
、
異
業
種
交
流
、
商

品
開
発
、
販
路
拡
大
な
ど
を

目
的
と
し
た
「
産
業
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
」
を
展
開
中
で

あ
る
。�

細
田
　
町
内
企
業
へ
の
優
先

発
注
の
見
直
し
、
学
校
耐
震

化
工
事
、
岸
本
中
央
公
民
館

の
早
期
着
工
な
ど
疲
弊
し
た

地
域
経
済
の
建
て
直
し
が
急

務
で
は
な
い
か
。�

町
長
　
総
合
計
画
に
あ
る
事

業
に
つ
い
て
は
、
計
画
期
間

内
に
着
工
で
き
る
よ
う
に
努

力
し
た
い
。�
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遠
藤
　
合
併
後
二
部
小
学
校

の
改
築
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の

統
合
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
充
実
、
こ
し
き
保
育
所
の

改
築
等
、
子
育
て
環
境
の
整

備
が
行
わ
れ
、
子
育
て
し
や

す
い
町
づ
く
り
が
す
す
ん
で

い
る
。�

　
妊
婦
健
診
は
、
十
四
回
程

度
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
、
今

年
度
か
ら
無
料
健
診
が
五
回

に
な
り
、
妊
娠
中
の
経
済
的

負
担
が
軽
減
さ
れ
た
。�

　
今
後
町
独
自
で
回
数
を
増

や
し
て
、
子
育
て
に
手
厚
い

ま
ち
を
、
ア
ピ
ー
ル
す
る
考

え
は
な
い
か
。�

　
ま
た
、
こ
の
制
度
を
県
外

に
里
帰
り
し
て
出
産
を
希
望

す
る
方
も
償
還
払
い
の
形
で

適
用
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る

が
、
町
長
の
見
解
を
伺
う
。�

�

町
長
　
妊
婦
健
診
は
、
昨
年

度
ま
で
公
費
負
担
は
二
回
で

あ
っ
た
が
、
本
年
度
か
ら
は

五
回
ま
で
公
費
負
担
と
し
た
。�

　
質
問
の
、
里
帰
り
で
県
外

の
医
療
機
関
で
妊
婦
健
診
を

受
け
た
場
合
の
助
成
に
つ
い

て
は
、
県
内
で
健
診
を
受
け

ら
れ
た
場
合
と
同
額
の
助
成

を
す
る
運
用
を
行
っ
て
い
る
。�

　
た
だ
、
町
が
発
行
す
る
受

診
券
は
県
外
で
は
使
用
で
き

な
い
の
で
、
一
度
医
療
機
関

に
健
診
費
用
の
支
払
い
を
し

て
い
た
だ
き
、
そ
の
領
収
書

に
よ
り
限
度
額
ま
で
助
成
す

る
償
還
払
い
の
方
法
で
実
施

し
て
い
る
。�

遠
藤
　
県
の
特
別
医
療
費
助

成
が
就
学
前
ま
で
延
長
さ
れ

る
の
に
伴
い
、
町
医
療
費
助

成
事
業(

小
児
医
療
費
助
成)

の
対
象
が
、
小
学
校
就
学
者

で
あ
り
、
も
う
一
歩
前
進
さ

せ
て
中
学
生
ま
で
延
長
で
き

な
い
か
。
そ
う
す
る
事
で
伯

耆
町
の
子
育
て
支
援
を
ア
ピ

ー
ル
し
、
若
者
の
定
住
化
や

移
住
促
進
、
「
誇
り
と
愛
着

の
も
て
る
ま
ち
づ
く
り
」
の

一
助
と
な
る
と
考
え
る
が
、

ど
う
か
。�

町
長
　
町
医
療
費
助
成
制
度

に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら

小
学
生
ま
で
助
成
対
象
を
拡

大
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
し

ば
ら
く
は
そ
の
推
移
と
動
向

を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。�

　
従
っ
て
、
中
学
生
ま
で
医

療
費
助
成
を
拡
大
す
る
考
え

は
な
い
。�
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文
化
財
の
整
備
は�

中
田
　
六
月
は
環
境
月
間
で

あ
る
。
異
常
気
象
な
ど
地
球

温
暖
化
が
深
刻
化
し
て
い
る
。�

本
町
に
お
け
る
環
境
対
策
に

つ
い
て
具
体
的
な
施
策
が
な

さ
れ
て
い
な
い
。
鳥
取
県
版

環
境
管
理
シ
ス
テ
ム
（
Ｔ
Ｅ

Ａ
Ｓ
）
の
推
進
、
省
エ
ネ
対

策
、
使
用
済
廃
油
の
再
使
用

な
ど
の
取
組
み
へ
の
考
え
は
。

ま
た
、
太
陽
光
発
電
、
太
陽

熱
利
用
、
農
業
用
水
な
ど
の

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
、

並
び
に
町
の
花
「
菜
の
花
」

を
利
用
し
て
の
バ
イ
オ
燃
料

の
採
取
な
ど
環
境
に
配
慮
し

た
取
組
み
を
推
進
し
、
町
民

に
地
球
温
暖
化
対
策
に
対
す

る
意
識
の
高
揚
を
図
る
べ
き

で
は
な
い
か
。�

町
長
　
六
月
の
環
境
月
間
に

は
県
、
町
、
警
察
署
に
よ
る

不
法
投
棄
箇
所
の
パ
ト
ロ
ー

ル
、
七
月
二
十
日
を
「
伯
耆

町
環
境
美
化
の
日
」
に
設
定

し
、
町
内
の
一
斉
清
掃
の
実

施
を
予
定
し
て
い
る
。�

　
鳥
取
県
は
、
県
独
自
の
規

格
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｓ
に
よ
り
事
業
所
、

学
校
、
家
庭
な
ど
に
環
境
改

善
活
動
を
支
援
す
る
。
約
五

〇
〇
の
団
体
、
個
人
が
登
録

さ
れ
て
い
る
。�

　
本
年
度
は
、
伯
耆
町
版
と

し
て
具
体
的
で
実
現
可
能
な

実
施
計
画
を
策
定
し
、
周
知
、

啓
発
を
進
め
る
考
え
で
あ
る
。

ま
た
、
使
用
済
廃
油
の
再
利

用
な
ど
の
取
組
み
に
つ
い
て

は
、
他
町
村
と
情
報
交
換
、

情
報
収
集
を
行
い
検
討
中
で

あ
る
。�

　
太
陽
光
、
太
陽
熱
な
ど
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、
バ

イ
オ
燃
料
の
活
用
は
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
の
低
減
に
多

大
な
効
果
が
あ
る
。
菜
種
油

に
よ
る
バ
イ
オ
燃
料
の
採
取

に
つ
い
て
は
、
実
現
の
可
能

性
を
見
極
め
、
先
進
地
の
事

例
調
査
を
行
い
検
討
し
た
い
。�

����

中
田
　
文
化
財
の
説
明
板
並

び
に
案
内
標
識
板
の
設
置
と

郷
土
民
俗
資
料
等
の
保
存
、

整
備
に
つ
い
て
伺
う
。�

　
本
町
に
は
国
、
県
、
町
指

定
の
文
化
財
が
あ
る
が
、
場

所
、
位
置
が
分
か
り
に
く
い
。

ま
た
、
説
明
板
が
無
い
と
こ

ろ
も
あ
る
。
又
、
民
俗
資
料

や
、
遺
跡
の
出
土
品
等
多
く

の
収
集
品
が
各
箇
所
に
保
管

さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
空
室

を
利
用
し
、
陳
列
、
展
示
し

て
は
ど
う
か
。�

教
育
長
　
老
朽
化
し
て
い
る

も
の
、
ま
た
、
説
明
板
の
な

い
も
の
も
あ
り
、
改
修
、
ま

た
は
新
た
に
設
置
す
る
必
要

が
あ
る
。
文
化
財
が
住
民
の

皆
様
に
身
近
な
も
の
に
な
る

よ
う
努
め
た
い
。
又
、
収
集

品
の
多
く
が
各
所
に
保
管
さ

れ
て
お
り
、
文
化
財
保
護
審

議
会
の
意
見
や
地
元
の
要
望

等
を
受
け
検
討
し
た
い
。�
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安
心
・
安
全
な
学
校
施
設
に

安
心
・
安
全
な
学
校
施
設
に�

安
心
・
安
全
な
学
校
施
設
に�

計
画
的
に
改
修

計
画
的
に
改
修�

計
画
的
に
改
修�

幅田千富美�

防
災
マ
ッ
プ
、�

　
　
　
防
水
対
策�

誘
致
企
業
と
の�

　
　
　
定
期
協
議
は�

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン�

の
助
成
を�

町�町�町�政�政�政�

岸本小学校�

補
助
団
体
へ
の�

　
　
寄
附
対
応
は�

幅
田
　
耐
震
診
断
未
実
施
の

学
校
施
設
が
十
一
棟
も
あ
り
、

県
下
で
最
低
だ
が
、
国
が
補

助
率
を
引
き
上
げ
、
地
元
負

担
一
割
、
三
年
間
を
目
途
に

耐
震
改
修
を
呼
び
か
け
て
い

る
。
診
断
、
耐
震
化
計
画
、

補
強
目
標
は
。�

教
育
長
　
現
在
、
耐
震
化
率

四
二
・
一
％
。
残
り
十
一
棟

は
、
今
年
度
五
棟
、
来
年
度

六
棟
を
計
画
。
耐
震
診
断
結

果
と
学
校
教
育
検
討
会
の
答

申
を
考
慮
し
耐
震
化
計
画
を

策
定
し
た
い
。�

町
長
　
住
民
の

避
難
場
所
で
も

あ
り
、
今
年
溝

口
、
岸
本
小
学

校
の
診
断
を
予

定
し
て
い
る
。

教
育
委
員
会
の

検
討
を
待
っ
て

計
画
的
に
改
修

す
る
。�

幅
田
　
日
野
川
は
近
年
二
度

も
警
戒
水
域
を
突
破
し
て
い

る
。
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

が
配
布
さ
れ
た
が
、
災
害
を

未
然
に
防
ぐ
対
応
、
砂
防
工

事
、
河
川
改
修
と
そ
の
見
通

し
は
。�

町
長
　
希
望
に
よ
り
、
住
民

説
明
会
を
す
る
。
砂
防
工
事

は
国
の
事
業
は
三
ヶ
所
（
真

野
・
大
坂
三
、四
号
）
県
の
事

業
十
ヶ
所（
長
山
・
菖
蒲
・
貴

住
・
荘
・
大
内
・
二
部
・
根

雨
原
・
三
部
・
福
岡
・
郷
原
）

新
規
は
福
吉
を
予
定
し
て
い

る
。
河
川
改
修
は
大
江
、
上

細
見
で
取
組
中
。
荘
左
岸
改

修
区
間
は
今
後
、
国
・
県
に

要
望
し
て
い
く
。�

��

幅
田
　
山
陰
日
段
、
日
本
電

産
が
安
来
と
滋
賀
に
移
転
と

聞
く
。
地
域
経
済
、
雇
用
、

住
民
生
活
に
と
っ
て
重
大
だ

が
、
ど
ん
な
対
応
か
。
誘
致

企
業
と
の
定
期
協
議
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。�

町
長
　
こ
れ
迄
、
定
期
協
議

の
場
を
設
け
て
来
な
か
っ
た
。

今
後
、
そ
の
場
を
設
け
た
い
。

産
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
準
備
協

議
会
へ
の
参
加
を
要
請
中
。

尚
、
雇
用
確
保
に
つ
い
て
県
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
要
請
中
で

あ
る
。�

���

幅
田
　
寄
附
は
あ
く
ま
で
自

主
的
な
も
の
、
生
活
が
大
変

な
時
、
強
制
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。
自
治
会
決
議
は
違

反
と
の
判
決
も
あ
る
。
寄
附

が
強
制
的
に
な
っ
て
は
い
な

い
か
。�

町
長
　
個
人
、
集
落
に
協
力

依
頼
、
目
安
、
目
標
設
け
る

場
合
が
あ
る
。
誤
解
生
じ
な

い
よ
う
十
分
留
意
を
呼
び
か

け
た
い
。�

���

幅
田
　
死
亡
原
因
の
四
位
が

肺
炎
だ
。
合
併
後
何
人
が
肺

炎
で
亡
く
な
っ
た
か
。
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
一
回

す
れ
ば
五
年
か
ら
九
年
間
は

効
力
が
持
続
し
、
八
〇
％
は

予
防
で
き
る
、
と
の
報
告
が

あ
る
。
費
用
対
効
果
が
大
き

く
、
自
治
体
助
成
が
広
が
っ

て
い
る
。
町
が
助
成
し
、
国
、

県
に
も
支
援
を
求
め
な
い
か
。�

町
長
　
合
併
後
、
五
十
五
人

が
死
亡
さ
れ
て
い
る
。
今
、

研
究
中
で
あ
り
、
国
の
対
応

を
注
視
し
た
い
。�


